
①水槽の汚れを落とします。
   洗剤は使用しないで、埃や汚れを水で流しながら洗って下さい。

②洗った砂を容器に入れます。
　砂をボウル等に入れ、お米を研ぐ要領で水でよく洗います。洗剤は使用しないで

　ください。

③付属の石・流木をお好みの場所へ設置します。
　写真では真ん中に設置していますが、お好みに合わせて変更してください。

　囲むようにして配置すると、おもりが隠れますのでお勧めです。

④塩素（カルキ）を抜きます。
　水道水に含まれる塩素（カルキ）は魚に有害です。塩素(カルキ)を抜く方法とし　

　て、水道水をバケツやボウル等の容器に汲み置き１日放置して塩素(カルキ)を抜

　く方法と、適量のカルキ抜き剤で中和をする方法があります。塩素(カルキ)抜きを

　使用する際は、バケツなど他の容器に水を汲み、そこで塩素　(カルキ)抜きで中

　和させた水を作ってください。

⑤水槽に静かに水を注ぎます。
　勢いよく入れてしまうと砂が舞ってしまいますのでゆっくり注いでください。

⑥水草を水槽に入れます。
　付属してあるおもり付きの水草ですが、そのままお好みの場所へ置くだけで設

　置完了です。

⑦魚を入れます。
　水合わせをした魚(水合わせの方法は下の欄の「水合わせについて」の説明を参

　照）を水槽へ入れてください。足らない分の水は、先ほど作り置きした塩素(カル

　キ)抜き水を足してください。

⑧ライトを設置します。
　ライトの設置は付属の説明書を参照して取り付けてください。
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■あると便利な道具
　・網　・バケツ　・ボウル　・カップ　・ハサミ

※ご家庭にあるもので代用していただいても問題ありません。

①生体は袋に入って届きます。この生

　体の入った袋を、予めカルキ抜きした

　水（※セット方法④を参照）が入った

　容器(以後容器①で表記)に30分～

　１時間程度浮かべて袋の水温を合わ

　せます。 （※水槽に入れる水と同じ水

　を使用します）

②水温を合わせた後、袋に入っていた生体を容器①にゆっくり移

　します。容器①の中の水を３分の1程度捨て、捨てた分量の水　

　を、水槽の中に入っている水でゆっくり足していきます。ゆっく

　りと水を入れることで、生体が水槽の水に徐々に慣れていきま

　す。この「容器①の水を捨てる」→「水槽の水を入れる」作業を

　3～４回程繰り返します。
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